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図書館利用案内
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北海学園大学附属図書館には
長い歴史があります。
今から100 年以上前の明治44（1911）年、北海
学園の創設者である浅

あさ

羽
ば

靖
しずか

が、自らの所蔵す
る図書や、全国各地から寄贈を受けた図書な
ど 1万余冊による「北

ほく

駕
が

文庫」を設け、広く
利用に供したことがその始まりです。
その後、昭和 25（1950）年に北海学園大学の前
身となる北海短期大学が設立されると、北駕
文庫は附属図書館となりました。
昭和28（1953）年には、北海学園大学発足後初
となる本格的建築物として北海学園図書館が
完成。以来、昭和43（1968）年の新図書館への
移転を経て、昭和62（1987）年4月に北海学園
創基百周年記念事業の一環として、3館目と
なる現在の図書館が開館しました。
また、山鼻校舎にある工学部図書室は、昭和
37（1962）年の北海短期大学土木科開設に伴っ
て設置されました。
その後、3 度の移転を行い、昭和 62（1987）
年 5月に現在の図書室が開室しました。

本館 2F  ワーク・エリア

本館 1F  ラウンジ

工学部図書室

本館 2F
サービス・カウンター



本館 2Fワーク・エリア

本館 4Fアクティブ・エリア  サポートデスク

本館 4Fアクティブ・エリア  GS-1/GS-2

本館 4Fアクティブ・エリア  AL-1〜AL-6
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本館 4F アクティブ・エリアには「Group Study Room」（GS）と「Active Learning 

Room」（AL）があります。グループ学修に最適な可動式の机・イス、様々なサイズのホワ

イトボード、プロジェクターなどが備わり、タブレットやパソコン、録画機材などの機器

類の貸出も行っています。グループ学修をするなら、ぜひ図書館を利用しましょう！

図書館でグループ学修をしよう！
充実の設備で、仲間とのディスカッションやプレゼンテーションの準備に。

自由に机やイスをレイアウト！

GS（Group Study Room） は 自
由に利用できる開放的な学修空間
です（利用申請不要）。

景色を眺めてリラックス

窓に面した座席から眺める景色は
最高！ 勉強に疲れた時や気分転
換にオススメのエリアです。

プレゼンの予行演習や
ゼミの発表準備などに

AL（Active Learning Room）は
利用の際に申請が必要。AL-1 は
教員による、AL-2 〜 6 は学生に
よる貸切利用も可能です。

充実の設備で実践的な学修

プロジェクター（AL1〜 4に常設）
やホワイトボード、タブレットや
パソコンを使って、実践的な学修
が可能です。

機器類の貸出や施設利用に
関する受付はこちらへ

機器類の貸出・返却、施設利用申
請、各種相談などはサポートデス
クで受け付けています。

学修の可能性が広がります！

4Fではパソコンや録画機材などを
貸し出しています。仲間とどんど
ん学修を進めてください。

2Fでもグループ学修が可能

館内の資料やパソコンを使って情
報収集。館外持ち出し禁止の資料
を使うなど、ここでしかできない
グループ学修があります。

4F エリアの閉室後も使えます

大きい机も配置しているので、資
料を広げたり、ディスカッション
もできます。

※新型コロナウイルス感染防止のため、利用できない場合があります。
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施設 [利用申請 ] 貸切予約対象 [貸切利用目的 ] [ 最大人数 ]

AL-1

AL-2 ～ 6

GS-1・2

利用対象

教員・学生

学生

学生

必要

必要

不要

教員

学生

教員が主体となって学生に対して行う学修（演習・講義等）

学生が主体となって行うグループ学修

貸切予約不可 

24名

12名

4F アクティブ・エリア

※AL-1 ～ 6の貸切予約受付期間は、利用日の４週間前から前日までです（当日の予約はできません）。貸切予約を希望する
場合は、G-PLUS！メニューバーの「リンク」－「図書館施設予約システム」から申請してください。

※AL-1～6について、貸切予約が入っていない時間帯は、当日の利用申請で利用することが可能です（貸切利用はできません）。
※施設・機器の利用は 2時間までを原則とし、他の利用者がいなければ、引き続き 2時間ずつ利用延長できます。

グループ学修のための空間です。ディ
スカッションやプレゼンテーション等
が行え、必要な機器類の貸出も行いま
す。施設の利用申請、機器類の貸出・
返却手続き及び各種相談はサポートデ
スクで受け付けます。

設備及び貸出機器類

●ノートパソコン	 ●タブレットパソコン　
●プロジェクター	 ●デスクトップパソコン　
●録画機材	　　　　  ●レーザーポインター
●ホワイトボード　
●延長コード、マグネット、ひざかけ　ほか

●無線 LAN 配備　●通話不可　●学外者利用不可
●飲食不可（蓋付き容器に入った飲み物に限り可）

3F サイレント・エリア

個人学修のための空間です。館内におい
て最も静謐な学修環境でじっくり課題
と向き合い、知識を深めることができま
す。なお、学修環境維持のため、パソコ
ンや電卓といった電子機器類の使用な
ど、音の発生する行為はできません。

配置資料

設備

●蔵書検索（OPAC）　●視聴覚ブース　●多目的トイレ
●身障者優先席

和書（000〜 299）、和書（370〜 999）、英語読本、山小屋文庫、
辞書・事典、文庫・新書、百科事典、大型本、新聞縮刷版、
参考図書

●通話不可　●飲食不可（蓋付き容器に入った飲み物に限り可）
●ヘッドホン・イヤホンの音漏れに注意

2F

1F

ワーク・エリア

ラウンジ

図書館資料や館内設置パソコンを用い
て情報収集が行える空間です。大人数
で利用できる大型平机で資料を広げた
り、学生同士でディスカッションを行っ
たりすることも可能です。グループ利用
はもちろん、個人での利用も可能です。

自由に対話できる空間です。新聞を備
え付けています。新聞記事の複写は 2
階コピー機で可能です。軽食や休憩、
待ち合わせなどにご利用ください。ま
た図書館正面入口横のデジタルサイ
ネージでは各種案内を配信しています。

配置資料

配置資料 ･新聞

設備

設備

●サービス・カウンター	 ●レファレンス・カウンター
●蔵書検索（OPAC）	 ●ブラウジング・コーナー
●情報検索用パソコンブース	 ●マイクロリーダー
●国立国会図書館デジタル化資料送信サービス閲覧専用端末
●コピー機	 ●ホワイトボード

●返却ポスト　●デジタルサイネージ　●常設展示
●新聞閲覧台　●自動販売機　●ラウンジソファ

和書（300〜 369）、雑誌、視聴覚資料、年鑑・年報・白書、
就職関係資料、公務員試験問題集、資格試験関係資料、
辞書・事典、HGU出身作家コーナー

北海道新聞、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞、日本経済新聞、産経新聞、
日刊スポーツ、日本農業新聞、日本教育新聞、光明日報（中国）、
DIE ZEIT（ドイツ）、АргументыиФакты（ロシア）、The Japan Times（英語）、
The Japan Times  Alpha（英語）、The New York Times（英語）

●無線 LAN 配備　●通話不可
●飲食不可（蓋付き容器に入った飲み物に限り可）

●無線 LAN 配備　●通話不可
●飲食可（ただし汁ものやにおいの強いものは不可）

※本館1・2・4階及び工学部図書室では、無線 LANを配備しています。利用にあたっては、学内ネットワークの利用手続きが必要です。
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設備ガイド 図書館にはいろいろな設備があります。

• 本館入口横に設置しているデジタルサイネージでは、図書館の利用方法やイベント情
報、開館スケジュールや図書館からのお知らせなどを配信しています。

•各種情報は図書館ホームページや掲示板でも確認することができます。

•専門誌から一般誌まで、図書館では幅広いジャンルの雑誌を取り揃えています。
•手に取った雑誌を「ブラウジング・コーナー」で、ゆったりくつろぎながら読むこともできます。
•雑誌書架には「利用頻度の高い雑誌の最新号」を配架しています。その他の雑誌やバッ
クナンバーは閉架（書庫）にあります。なお、工学部図書室では近刊も雑誌書架（一部
は開架）に配架しています。

•閉架にある雑誌を利用する際は、サービス・カウンターで「閲覧証」を記入・提出し
て、取り出しを依頼してください（11ページに記載の要領で印刷した「閲覧請求票」
でも可）。サービス・カウンターで手続きをすれば、自分で書庫に入ることもできます。

•図書館では本や新聞だけではなく、様々なジャンルの視聴覚資料（DVD・ブルーレイ）
も取り揃えています。映画、ドラマ、ドキュメンタリーなど、レンタルショップにあ
るような話題作・人気作も数多くあります。

•利用の際は、OPAC（7ページ参照）から視聴覚資料を検索し、印刷した「閲覧請求票」
もしくは、視聴覚資料棚横に備え付けの「視聴覚資料閲覧証」に記入して、学生証又
はライブラリーカードと併せてサービス・カウンターへお持ちください。

•貸出を受けた視聴覚資料は、館内の「視聴覚ブース」のみで利用が可能です。館外利用や持込資料の視聴はできません。

•館内にコピー機を設置しています。図書館の資料を複写する際に利用してください。
•コピー料金は、現金又は大学生協のコピーカードで支払います（閉架書庫M2Fはコピー
カードのみ、工学部図書室は現金のみ）。モノクロが 1 枚 10 円（コピーカードの場
合は 1度数）、カラーが 1枚 50円（同 5度数）です。

•カラー対応のコピー機は、本館２Fに設置しています。その他はモノクロのみの対応です。
•コピーカードは、本館 2Fコピー横に設置している自動販売機及び大学生協で購入できます。
•資料の複写は、著作権法の範囲内で行ってください。複写に関わる著作権法の概要は、コピー機周辺のポスター
で確認してください。

•インターネットでの情報収集が行えるよう、専用のパソコンを館内に設置しています。
学内ネットワークの ID・パスワードでログインして、自由に利用することができます。

•利用する際は『学内ネットワーク利用の手引き』に記載されている注意事項等を遵守してください。
•館内のコピー機から印刷することも可能です（本館のみ）。支払い方法や料金はコピーと同様です。

•本館 2Fの情報検索用パソコンブースに、マイクロリーダーを設置しています。
•マイクロリーダーを利用すれば、マイクロ資料（マイクロフィルム、マイクロフィッ
シュ）の閲覧、複写（印刷）、データ保存を気軽に行うことができます。利用の際は、
サービス・カウンターまでお申し出ください。

•マイクロ資料については、持込資料の利用も可能です。

デジタルサイネージ （本館 1F）

雑誌、ブラウジング・コーナー （本館 2F、工学部図書室）

視聴覚資料 （本館 2F、工学部図書室）、視聴覚ブース（本館 3F、工学部図書室）

コピー機 （本館 2F・閉架書庫M2F、工学部図書室） 

情報検索用パソコンブース （本館 2F、工学部図書室） 

マイクロリーダー （本館 2F） 

雑誌書架

ブラウジング・コーナー

視聴覚資料棚
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資料区分 貸出冊数 貸出期間 更新（回数・期間）

開架・閉架 5冊 15日間 1回・更新日から15日間学部生

開架 5冊 15日間 1回・更新日から15日間

閉架 制限なし 90日間 制限なし・更新日から90日間
大学院生

開架 5冊 15日間 1回・更新日から15日間

閉架 制限なし 在職中 ー
教職員

貸出・返却 各種手続きはサービス・カウンターで行います。

貸出を希望する資料と学生証（教職員は Library Card、以下「LC」）をサービス・カウンターへお持ちください。
※学生証（LC）を忘れた場合は、貸出を受けることができません。
※貸出手続きを受けていない資料を持ち出すと、出口で警報音が鳴ります。

貸出手続きを受けた資料は、返却期限日までにサービス・カウンター又は返却ポスト（裏表紙 利用時間参照）
に返却してください。
※館内にある返本台は、館内で利用した資料を戻すためのものです。貸出手続きを受けた資料は絶対に戻さな

いでください。

サービス・カウンターでは、視聴覚資料の利用や閉架書庫への入庫の手続きも行っています。手続きの際は学
生証（LC）が必要です。

卒業論文・ゼミ論文等の作成や教育実習の支援を目的として、通常借りられる資料（５冊15日間）のほかに7冊を
30日間まで借りられる制度です。利用を希望される方は、『G-PLUS!』キャビネットの図書館利用関係書類から「特
別図書長期貸出願」、「貸出図書希望願」を作成、印刷してサービス・カウンターにご提出ください。なお、他の
利用者からの予約がなければ、返却期限日までに手続きすることで、1回に限り30日間の貸出更新が可能です。

利用を希望する資料が貸出中の場合、予約をすることができます。また、 本館と工学部図書室間で資料を取り
寄せることができます。学内ネットワークの ID・パスワードを有している方は、これらの手続きをOPACから
行うことが可能です（QRコード参照）。来館により手続きを行う場合は、 「閲覧請求票」（10ページ参照）に必
要事項を記入し、学生証（LC）と併せてサービス・カウンターへお持ちください。資料が利用可能な状態にな
ると、所属・学生番号等を記載した用紙が館内掲示板に貼り出されます。また、「MyLibrary」や「G-PLUS!」
で確認することもできます（13〜 14ページ参照）。受取期限は、資料が利用可能となった日から 7開館日です。

※延滞資料がある場合は、資料の貸出、貸出更新、予約、取り寄せ、視聴覚資料の利用、閉架書庫への入庫が
できません。

貸出

返却

その他

特別図書長期貸出  学部生 3・4年次対象

予約、取り寄せ

※夏季・冬季・春季休業期間中は、長
期貸出を受けることができます。

※辞書・事典類、六法、地図などの
禁帯出資料は、貸出を受けること
ができません。

※雑誌は原則として貸出を受けられ
ませんが、バックナンバーをまと
めた製本雑誌に限り、貸出を受け
ることができます。

貸出冊数・期間と更新回数・期間

他の利用者からの予約がなければ、資料を延長して借りることができます。学内ネットワークの ID・パスワー
ドを有している方は、手続きをOPACから行うことが可能です（QRコード参照）。来館により手続きを行う場
合は、更新を希望する資料と学生証（LC）をサービス・カウンターへお持ちください。
※夏季・冬季・春季長期貸出にて貸出を受けている場合は、貸出更新ができません。

貸出更新
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OPAC（オーパック）

図書館本館・工学部
図書室・開発研究所
の開館カレンダーを
確認できます。

MyLibrary ( 詳細は
13~14 ページ参照 )
には、こちらからロ
グインできます。

利用するメニューを指
定してから MyLibrary
へログインすることも
できます。

図書・雑誌の新着案内、図書・
視聴覚資料の貸出ランキン
グを見ることもできます。

図書館からのお知らせを確
認できます。

新規購入依頼はこち
らから行えます。
詳細は8ページを参
照してください。

資料の検索はこちらから行います。詳
細は9〜11ページを参照してください。

資料の探し方

OPAC とは、「Online Public Access Catalog」の略称で、本学図書館にどのような資料が所蔵さ

れているかを検索するシステムです。館内に設置している専用端末（本館４台／工学部図書室２

台）のほか、自宅などの学外から利用することも可能です。資料検索のほかにも、開館カレンダー、

MyLibrary（13・14ページ参照）、図書館からのお知らせ、新着案内・貸出ランキングなど、様々な

機能があります。また、携帯電話・スマートフォンからは「モバイルOPAC」でも、資料検索、図書

館カレンダー、利用状況参照を利用することができます。

「モバイルOPAC」https://libopac.hgu.jp/webopac/moblanchg.do

https://webopac.hgu.jp  
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文
献
複
写

相
互
貸
借

紹
介
状
発
行

詳細は12ページを参照してください。

本学に所蔵あり

本学に
所蔵なし

情報あり

情報なし

図書・雑誌を探す OPACで検索 CiNii Books 又は

貸出・閲覧

新規購入依頼

雑誌論文を探す CiNii Research で検索

書誌情報・抄録のみ

全文掲載

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

国立国会図書館サーチで検索

探している資料が本学図書館に所蔵されていない場合は、購入を依頼することができます。

MyLibrary メニューの「新規購入依頼」をクリックし、必要事項を入力して申し込みをしてください。

年間 10冊まで申し込むことができます。（ただし予算が

なくなり次第受付を終了します。また２月と３月は受付

を停止します。）申し込んだ資料が利用できるようになる

と、図書館から「G-PLUS!」で予約資料確保のお知らせ

が配信されます。

なお、以下の資料は購入対象外となります。

【購入対象外】個人趣味的な要素が強く、多くの利用が見込

まれない資料／公序良俗に反する資料／特定の宗教や思想等

に偏向している資料／漫画／雑誌／視聴覚資料  など

CiNii Books（サイニイ ブックス）  

国立国会図書館サーチ  

新規購入依頼  

https://ci.nii.ac.jp/books

https://iss.ndl.go.jp

国立国会図書館（NDL）には、法律で定められた「納本制度」によって、日本国内で発行された全て

の出版物が納入されることになっています。「国立国会図書館サーチ」では、国立国会図書館をはじめ、

全国の公共図書館、公文書館、美術館や学術研究機関等が提供する資料、デジタルコンテンツを統合

的に検索できます。

全国の大学図書館等が所蔵する図書や雑誌の情報を検索できます。地域等での絞り込み検索や各図書

館OPACへの直接リンク等の機能も搭載しています。

CiNii Research（サイニイ リサーチ） https://cir.nii.ac.jp/ja

CiNii は国立情報学研究所（NII）が運営する学術情報データベースです。CiNii Research では、学術

論文（学協会刊行物・大学研究紀要・国立国会図書館の雑誌記事索引データベースなど）や博士論文、

国内の大学図書館が所蔵する本（図書・雑誌）のほか、外部連携機関・機関リポジトリ等の研究データ、

KAKENの研究プロジェクト情報など、多くの学術情報を横断的に検索できます。

資料の探し方をマスターすれば、勉強がサクサク進みます。



表示される情報は館内で資料を探す「鍵」になります。
配置場所、資料 ID、請求記号、禁帯出区分、状態の
表示を注意して確認してください。

※

ちなみに『竜馬がゆく』（司馬　太郎全集）は、　

　  9  1  8  .  6
なので、「近・現代の日本文学の作品集」と分類されます。

例：『竜馬がゆく』第１巻（司馬　太郎全集）を読みたい場合

分類番号の見方 図書は「配置場所」、「請求記号」、「資料 ID」の組み合わせで見つかります。

（文学） （作品集）（日本） （近代・現代）

0 総 記 5 技術・工学

1 哲 学 6 産 業

2 歴 史 7 芸 術

3 社会科学 8 言 語

4 自然科学 9 文 学

分類番号は、日本十進分類法（NDC）にしたがっ

て決まります。図書の内容によって以下のカテゴ

リーのいずれかに分け、２桁目以降でさらに細か

く分類されます。

たとえば、法律は 320、経済は 330、経営は 335

です。

簡易
検索

詳細
検索

①

②

③

検索ボックスに
キーワード、タイ
トル、著者名などを
入力して、「検索」を
クリックします。

それぞれの検索ボックス
に検索語を入力して、「検
索」をクリックします。

資料種別の「図書」にチェッ
クを入れます。

書誌情報（図書の情報）が曖昧な場合やキーワー
ドで検索する場合は、【簡易検索】が便利です。

書誌情報の詳細がわかって
いる場合や条件を絞り込ん
で検索する場合は、【詳細検
索】が便利です。（タブで画
面を切り替えます。）

検索結果が複数ある場合は 「書
誌検索結果一覧」 が表示されま
す。 一覧を見比べ、 探してい
る資料があればタイトルをク
リックします。似たような書誌
情報に注意してください。

【禁帯出区分の表示について】
 帯出可 ： 貸出が可能な資料
 禁帯出 ： 貸出が不可能な資料
   （館内閲覧のみ）
【状態の表示について】
 所　蔵 ： 現在図書館にある資料
 貸出中 ： 現在貸出中の資料
 予約棚 ： 予約者への貸出準備が 
   完了した資料
 配送中 ： 他館へ配送中の資料

「請求票ボタン」を押すと、閲
覧請求票（検索結果）を印刷する
ことができます。

「所蔵一覧」が表示され、 第１
巻は２冊所蔵されていることが
わかります。

①配置場所 資料が置かれている場所を大まかに示す情報です。
  主な配置場所として、以下のようなものがあります。
 本館開架●● 本館２・３階に設置してある書架にあります。
 本館閉架●● 本館の書庫にあります。閲覧請求票を出力して、
  サービス・カウンターに出庫を申し込んでください（入庫手続きを取れば自分で

書庫へ入ることも可能です）。なお、大学院生は各自で出庫してください。
 工 学 部●● 工学部図書室にあります。工学部閉架は本館閉架と同様の取扱いですが、工学部閉

架 B1は入庫できません。

②請求記号 分類番号（9 ページ下段参照）と著者記号を組み合わせた情報で、図書は請求記
号順に配架されています。

③資料ＩＤ 資料に貼付されたバーコードのことです。 同一の資料 ID は存在しませんので、
探している資料を特定することができます。

1 2 3 4 5 6 7 8
9 10

請求記号

分類番号

著者記号

9

OPACの使い方 図書の検索



表示される情報は館内で資料を探す「鍵」になります。
配置場所、資料 ID、請求記号、禁帯出区分、状態の
表示を注意して確認してください。

※

ちなみに『竜馬がゆく』（司馬　太郎全集）は、　

　  9  1  8  .  6
なので、「近・現代の日本文学の作品集」と分類されます。

例：『竜馬がゆく』第１巻（司馬　太郎全集）を読みたい場合

分類番号の見方 図書は「配置場所」、「請求記号」、「資料 ID」の組み合わせで見つかります。

（文学） （作品集）（日本） （近代・現代）

0 総 記 5 技術・工学

1 哲 学 6 産 業

2 歴 史 7 芸 術

3 社会科学 8 言 語

4 自然科学 9 文 学

分類番号は、日本十進分類法（NDC）にしたがっ

て決まります。図書の内容によって以下のカテゴ

リーのいずれかに分け、２桁目以降でさらに細か

く分類されます。

たとえば、法律は 320、経済は 330、経営は 335

です。

簡易
検索

詳細
検索

①

②

③

検索ボックスに
キーワード、タイ
トル、著者名などを
入力して、「検索」を
クリックします。

それぞれの検索ボックス
に検索語を入力して、「検
索」をクリックします。

資料種別の「図書」にチェッ
クを入れます。

書誌情報（図書の情報）が曖昧な場合やキーワー
ドで検索する場合は、【簡易検索】が便利です。

書誌情報の詳細がわかって
いる場合や条件を絞り込ん
で検索する場合は、【詳細検
索】が便利です。（タブで画
面を切り替えます。）

検索結果が複数ある場合は 「書
誌検索結果一覧」 が表示されま
す。 一覧を見比べ、 探してい
る資料があればタイトルをク
リックします。似たような書誌
情報に注意してください。

【禁帯出区分の表示について】
 帯出可 ： 貸出が可能な資料
 禁帯出 ： 貸出が不可能な資料
   （館内閲覧のみ）
【状態の表示について】
 所　蔵 ： 現在図書館にある資料
 貸出中 ： 現在貸出中の資料
 予約棚 ： 予約者への貸出準備が 
   完了した資料
 配送中 ： 他館へ配送中の資料

「請求票ボタン」を押すと、閲
覧請求票（検索結果）を印刷する
ことができます。

「所蔵一覧」が表示され、 第１
巻は２冊所蔵されていることが
わかります。

①配置場所 資料が置かれている場所を大まかに示す情報です。
  主な配置場所として、以下のようなものがあります。
 本館開架●● 本館２・３階に設置してある書架にあります。
 本館閉架●● 本館の書庫にあります。閲覧請求票を出力して、
  サービス・カウンターに出庫を申し込んでください（入庫手続きを取れば自分で

書庫へ入ることも可能です）。なお、大学院生は各自で出庫してください。
 工 学 部●● 工学部図書室にあります。工学部閉架は本館閉架と同様の取扱いですが、工学部閉

架 B1は入庫できません。

②請求記号 分類番号（9 ページ下段参照）と著者記号を組み合わせた情報で、図書は請求記
号順に配架されています。

③資料ＩＤ 資料に貼付されたバーコードのことです。 同一の資料 ID は存在しませんので、
探している資料を特定することができます。

1 2 3 4 5 6 7 8
9 10

請求記号

分類番号

著者記号

10

本学図書館では、専門書（和書・洋書）はもちろん、文庫・新書、小説、
各種試験問題集のほか、様々な分野の一般書も数多く取り揃えています。
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①

②

③

④

資料種別の「雑誌」にチェックを入れ
ます。

巻号や年月次を指定して絞り込むこ
とも可能です。

2022年 9月号は131巻 9号にあた
ることがわかります。

検索結果が複数ある場合は「書誌検
索結果一覧」が表示されます。一覧
を見比べ、探している資料があれば
タイトルをクリックします。似たよ
うな書誌情報に注意してください。

雑誌を検索する際は【詳細検索】がお
すすめです。（タブで画面を切り替
えます。）

それぞれの検索ボックスに検索語を
入力して、「検索」をクリックします。

「請求票ボタン」を押すと、閲覧請
求票（検索結果）を印刷することが
できます。

「一括所蔵一覧」の巻号をクリック
すると「所蔵一覧」が表示されます。
【巻号の読み方】　
  ……87-130, 131（1-10） 
 → 87巻～130巻はすべて所蔵。
 　131巻は1～10号のみ所蔵。

OPACの使い方 雑誌の検索

本学図書館における「雑誌」には、学術雑誌や一般誌だけでなく、紀要（大学等で刊行する論文や調

査報告を掲載したもの）、新聞なども含まれます。

例：『史學雑誌』2022 年 9月号を読みたい場合  
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レファレンス・カウンター

他大学図書館等との相互協力

北海道地区大学図書館協議会相互利用サービス

詳しくは、 https://www.unlash.jp   　 をご確認ください。

レファレンス・サービス
レファレンス・サービスとは、調査や研究の

資料探しをサポートするサービスのことで

す。図書館の利用に関する様々な質問（例えば、

「こんなことが書かれた本を探しているので

すが…」など）を受け付けているほか、本学

の図書館に所蔵されていない資料の入手につ

いても相談に応じています。

レファレンス・サービスは本館 2階レファレ

ンス・カウンター、工学部図書室サービス・

カウンターで利用できます。

レファレンス・サービスを利用される方は、

「G-PLUS!」キャビネットの図書館利用関係書

類から「レファレンス申込書」をダウンロー

ドし、必要事項を記入して提出してください。

レファレンス・サービスの申し込みは、申込

者自身ができる限り調査を行うことが前提で

す。調査方法が分からない場合は、気軽に図

書館のスタッフに尋ねてください。

資料探しや図書館の利用に関することは何でもご相談ください。

所属する図書館から紹介状を持参せずに、学

生証や身分証明書などの提示によって他大学

図書館を利用することができます。

学生証、身分証明書などの提示により図書な

どの貸出を受けることができます。

（一部の図書館を除きます。各館の利用案内で

ご確認ください。）

このサービスは、北海道地区大学図書館協議

会に加盟する大学の学生・教職員が、同協議

会に加盟する他大学図書館を直接訪問し、閲

覧・複写のサービスを簡便な手続きで利用で

きるものです。また、一部の図書館を除き図

書を借りることもできます。

加盟大学の学生や教職員は、右記のサービス

を受けることができます。

文 献 複 写

相 互 貸 借

紹介状発行

他の図書館・機関等から必要箇所のコピーを取り寄せます。

（コピー代、送料等は申込者負担）

他の図書館・機関等が所蔵する図書を借り受けます。

（往復分の送料等は申込者負担、資料の利用は本学図書館内に限定）

本学の図書館が発行する紹介状（図書館利用願）を持参することにより、

他の図書館を利用できます。
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図書館からのメッセージ
が届く場合があります。

延滞している資料のみ
表示されます。

予約確保された資料の
み表示されます。

文献複写依頼の状況を
確認できます。

文献貸借依頼の状況を
確認できます。

購入依頼の状況を確認
できます。

貸出履歴を確認できます。

「貸出一覧へ」ボタン
を押すと、その他の貸出
状況を確認できます。

「予約一覧へ」ボタン
を押すと、その他の予約
状況を確認できます。

MyLibrary＜図書館ポータルサイト＞

利用条件  

接続方法  

利用状況一覧 

図書館ポータルサイト「MyLibrary」（マイライブラリー）は、OPACの便利な機能です。こちらにアクセス

すると、自分の利用状況（貸出、予約、文献複写・貸借、購入依頼）の確認ができるほか、資料の予約

や貸出更新、新規購入依頼、お気に入り資料のブックマーク、OPAC検索条件の保存を行うことができます。

学内ネットワークのＩＤ・パスワードを有する利用者

　 「G-PLUS!」にログインし、リンクアイコンの「MyLibrary」をクリックします。

　 OPAC（詳細は 7 ページ参照）を開き、サイドバーの「MyLibrary ログイン」又は「MyLibrary

メニュー」をクリックします。

Ａ

Ｂ

※資料の予約・貸出更新については6ページ、新規購入依頼については8ページを参照してください。
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①

②

G-PLUS! へのメッセージ配信  

マイフォルダ  
お気に入りの図書・雑誌・視聴覚資料を登録することができます。OPAC 検

索時の「書誌検索結果一覧」や「書誌詳細」に表示される【ブックマーク】

ボタンをクリックすると、情報がマイフォルダに保存されます。

検索条件を保存することができます。次回以降、同じ検索条件で検索するこ

とが可能です。OPAC 検索時の「書誌検索結果一覧」に表示される【検索条

件を登録】ボタンをクリックすると条件がマイフォルダに保存されます。

○ブックマーク機能：

○お気に入り検索機能：

返却期限日が間近に迫った資料がある場合や、予約した資料が確保された場合などに、図書館から

「G-PLUS!」でメッセージが配信されますので、定期的にチェックしてください。

便利な機能をぜひ活用してください。
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こちらから電子リソースを目的別
に絞り込むこともできます。

こちらから電子ブック・電子
ジャーナルの検索が可能です。

学外から電子リソースを利用する
場合は、「学外アクセスサービス」
を選択します。

電子リソースを利用する場合は、
図書館ホームページの「資料を探
す・調べる」から「電子リソース
を使う」を選択します。

主な電子リソース  

1984 年 8月から当日の朝刊までの朝日新聞記事を提供。東京本社発行の最終版をもとに、各都道府県
の県庁所在地で発行する地方版（沖縄を除く）も収録。「AERA（創刊号～）」「週刊朝日（2000年 4月〜）」
「知恵蔵」も検索できます。

「毎日新聞」の創刊明治 5 年から現在までの記事を提供。新聞記事に加え、1945 年以降に毎日新聞
社が実施した世論調査の結果を検索できる「ヨロンサーチ」、英文ニュースサイトの記事アーカイブ
「Mainichi Daily News」のほか、「毎日新聞社史」「週刊エコノミスト」も収録されています。

1988 年 7月 1日以降、北海道新聞に掲載された記事を検索。全道版に掲載された道内、国内、世界の
ニュースをはじめ、52のエリアに分けた各地方版の記事も収録されています。

朝日新聞クロスサーチ

毎日新聞記事データベース［毎索］

北海道新聞データベース 1988-Current

学 内

学 内

館 内

同時アクセス数 5

同時アクセス数 2

ID5

電子リソース
本学図書館では、国内外を問わず、数多くの有料データベースサービスや電子ブック・電子ジャーナ

ルと契約しています。これらの電子リソースを利用すれば、新聞記事、雑誌記事、法令・判例、用語

などの検索をWeb上で手軽に行うことができるほか、Web上で本を読むこともできます。また、「学

外アクセスサービス」を利用することで、自宅のパソコンやタブレット・スマートフォンなど、学

外から電子リソースを利用することも可能です（一部の電子リソースを除く）。詳細は「図書館ホー

ムページ」でご確認ください。

「図書館ホームページ」https://library.hgu.jp
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日経四紙（日本経済新聞・日経産業新聞・日経流通新聞ＭＪ・日経金融新聞 )、日経地方経済面、日経
プラスワン (日経本紙の土曜版付録 )、日経速報ニュースなどの記事検索ができます。新聞記事検索以
外にも企業情報検索や人事情報 (日経WHO'S WHO）検索、 マクロ＆マーケット情報など国内の経済
活動についての有力な経済・産業情報を多く取り揃えています。

読売新聞記事 1,400 万件以上を検索できるデータベースです。1874 年（明治 7 年) の創刊号から
1986 年 (昭和 61 年) の記事を現代の言葉で検索でき、紙面イメージで読むことができます。また、
1986 年 (昭和 61年) 以降の記事はテキストデータで読め、2008 年（平成 20年）12月以降は切り抜
き紙面もあわせて見られます。 1989 年 9月からの『THE DAILY YOMIURI』（英字新聞）も収録。キー
パーソン約 26,000 人のデータを収録した現代人名録も利用できます。

『週刊東洋経済』『会社四季報』『就職四季報』『CSR 企業総覧』など、東洋経済新報社の主要刊行物を検
索・閲覧できます。

『日経ビジネス』『日経トップリーダー』『日経 ESG』『日経 BPガバメントテクノロジー』など、日経
BP社が発行する雑誌のバックナンバー記事をテキスト形式（本文のみ）又は PDF 形式（記事全体・雑
誌イメージのまま）で閲覧できます。

65以上の辞事典、叢書、雑誌が検索できる国内最大級の辞書・事典サイトです。基本検索はすべての
辞事典を横断検索しやすいようにシンプルな作りになっている一方、詳細（個別）検索では各辞事典
に応じたオリジナルな絞り込み機能（ファセット）を加え、より詳しく検索できるようになっています。

学術研究機関のための参考書、レファレンス、啓蒙書、教養書、専門書の電子書籍を提供するサービ
スです。4,000 以上のタイトルを閲覧できます。ダウンロードや印刷も可能です。複数の eBook を対
象にした横断的なフリーキーワードによる全文検索も可能です。

日本法総合オンラインサービスです。法令、判例、審決等、書籍・雑誌、文献情報など多岐にわたる
法律関連情報を網羅しています。法令については、現行法令はもちろん、未施行法令や廃止法令、法律案、
立法解説資料も収録されています。判例については、戦前の判例を含む 23万件超が収録され、出典、
評釈、参照条文、関連判例、裁判官情報など、付加価値の高い関連情報が充実しています。また、法令
や判例の検索結果から関連する情報へ相互にリンクしており、学修や学術研究の貴重なツールとして
活用できます。

昭和 11年に設立された国策の通信社「同盟通信社」が日刊で頒布した壁新聞で、写真を主体として、
主に学校、工場、鉱山、農林、商店などに配布され、壁新聞として貼り出されました。それら写真や
記事からは、昭和 10年代の庶民の暮らしぶりや戦線の雰囲気が生き生きと伝わってきます。

日経新聞オンラインデータベース [日経テレコン 21]

読売新聞記事データベース（ヨミダス歴史館）

東洋経済デジタルコンテンツライブラリー

日経 BP社記事検索サービス

ジャパンナレッジ Lib

Maruzen eBook Library

Westlaw Japan（日本法の総合データベース）

同盟写真特報

学 内

学 内

学 内

学 内

学 内

学 内

学 内

学 内

同時アクセス数 20

同時アクセス数 4

同時アクセス数無制限

同時アクセス数無制限

同時アクセス数無制限

同時アクセス数無制限

同時アクセス数 150

同時アクセス数 4

そのほかにも様々な電子リソースがあります。詳細は図書館ホームページでご確認ください。
※電子リソースの契約、同時アクセス数は変更となる場合があります。

大学内のネットワークから利用できます。「学外アクセスサービス」を利用すれば、自宅のパソコンや
タブレット・スマートフォンなど、学外から利用することもできます。

図書館内の情報検索用パソコンで利用できます。

インターネット環境があれば、どちらからでも利用できます。

同時アクセス数が制限されている場合があります。(記載されている同時アクセス数は変更になることがあります。）
電子リソースの利用終了時は、「ログアウト」してから画面を閉じてください。

学 内

フリー

館 内

同時アクセス数 2

勉強にも趣味にも、使えるツールは多種多様です。



17

デジタル化資料送信サービスとは  

左上　　：御旗本備作法〔江戸中期頃〕

左下　　：十二月遊ひ . 下〔寛文・延宝頃〕

中央左　：上州富岡製糸場之図 / 一曜斎国輝〔寛文・延宝頃〕

中央右上：文久年間和蘭留学生一行の写真〔文久年間〕

中央右下：Monthly changes of Japanese street-scenes : calendar for 1901 / 長谷川武次郎〔1899.12〕

右　　　：和洋菓子の製法 / 法令館編輯部 編〔大正 13〕

【画像提供】国立国会図書館

国立国会図書館のホームページから、資料の一覧を Excel 形式でダウンロードできます。

https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital transmission

図書

古典籍

雑誌

博士論文

昭和 43年までに受け入れた図書、震災・災害関係資料の一部 約 55万点

明治期以降の貴重書等や清代後期以降の漢籍等 約 2万点

明治期以降に発行された雑誌（刊行後 5年以上経過したもので、商業出版されていないもの）
約 1万タイトル（約 82万点）

昭和 63〜平成 12年度に送付を受けた論文（商業出版されていないもの）約 13万点

国立国会図書館デジタル化資料送信サービス
本学図書館では、国立国会図書館が提供する「デジタル化資料送信サービス」を利用することができます。

国立国会図書館がデジタル化した資料のうち、絶版等の理由で入手が困難な資料（約 152万点 :2022

年 7月現在）を全国の公共図書館、大学図書館等で閲覧・複写（印刷）できるサービスです。

_
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利用対象者  

資料の閲覧  

資料の複写（印刷）  
資料の複写（画像の印刷）を希望される際は、閲覧専用端末に備え付けの「複写申込書」に必要事項

をご記入の上、学生証又は Library Card と併せて、レファレンス・カウンターへお持ちください。

著作権法で認められた範囲内で、図書館のスタッフが印刷を行います。

※複写料金は利用者の実費負担（カラー1枚50円/モノクロ1枚10円/現金又は大学生協コピーカー

ドによる支払い）となります。

※複写の受付時間は、レファレンス・カウンター利用時間内に限ります（時間内でも都合により受付

できない場合があります）。

[レファレンス・カウンター利用時間 ]

平日：9時 00分〜 12時 40分、13時 30分〜 16時 30分

土曜：9時 00分〜 12時 00分

国立国会図書館デジタルコレクション  　https://dl.ndl.go.jp

国立国会図書館デジタルコレクションは、国立国会図書館で収集・保存しているデジタル資料

を検索・閲覧できるサービスです。収録資料は、以下のとおり 3 つの公開範囲で提供されて

います。各資料の書誌情報（タイトル、著者、出版者など）や目次情報は、すべての公開範囲

について、国立国会図書館デジタルコレクションで自由に検索・確認することができます。

1) インターネット公開

著作権など権利状況に問題がないことが確認できた資料です。インターネットをご利用いただ

ける環境であれば、どちらからでも閲覧できます。

2) 図書館・個人送信資料

インターネット公開していない資料のうち、絶版などの理由で入手が困難な資料です。デジ

タル化資料送信サービスに参加している図書館で閲覧できます。また、国立国会図書館の登録

利用者（本登録）で利用規約に同意された方は、ご自身の端末等で閲覧することもできます。

3) 国立国会図書館内限定資料

上記にあてはまらない資料です。国立国会図書館での閲覧に限られます。

本学学生、教職員、その他本学図書館の Library Card を有する方

（ただし、延滞資料のある方を除く）

※国立国会図書館が定める利用条件により、それ以外の方はご利用になれません。

本館 2階の専用端末（1台）で資料を検索し、デジタル化資料の本文を画像で閲覧することができま

す。利用の際は、学生証又は Library Card 持参の上、サービス・カウンターへお申し込みください。

閲覧時間は 9時 00分から 21時 45分までです。

絶版になったあの本が、パソコンで読めるかもしれません。



1 階

3階

4階

2階

ラウンジ 9 : 00 〜 22 : 30

9 : 00 〜 22 : 00

9 : 00 〜 21 : 45

13 : 30 〜 16 : 30
9 : 00 〜 12 : 40

9 : 00 〜 21 : 30

9 : 00 〜 22 : 00

9 : 00 〜 20 : 00

9 : 00 〜 19 : 45

9 : 00 〜 16 : 30

9 : 00 〜 19 : 30

10 : 00 〜 21 : 00

10 : 00 〜 20 : 45

返却ポスト

ワーク・エリア

資料の貸出・返却

レファレンス・サービス

閉架書庫入庫

サイレント・エリア

アクティブ・エリア

機器等の貸出・返却

閲覧室

資料の貸出・返却

レファレンス・サービス

閉架資料の取出

9 : 00 〜 16 : 00閉架 B1資料の取出

8 : 00 〜  8 : 50
21 : 45 〜 22 : 30

6 : 00 〜  8 : 50
19 : 45 〜 23 : 00

本　館

工学部
図書室

月〜金曜日

9 : 00 〜 12 : 00

9 : 00 〜 12 : 50

9 : 00 〜 12 : 30

12 : 30 〜 23 : 00
6 : 00 〜  8 : 50

返却ポスト

9 : 00 〜 12 : 00

10 : 00 〜 17 : 00

10 : 00 〜 16 : 45

土曜日

※2

※1

※1

※3

※3

※4

利用時間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

休館日・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

利用上のルール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※1	 返却ポストは、日曜・祝日等の図書館休館日も利用が可能です（ただし、年末年始等の一部の期間を除きます）。
休館日の利用時間は、本館が8：00〜 22：30、工学部図書室が6：00〜 23：00です。

※2	 本館レファレンス・サービスについて、上記時間以外はサービス・カウンターへお申し出ください。
※3	 授業及び定期試験がない期間（夏季・春季）については、アクティブ・エリアの利用は17 : 00まで、機器等の貸出・

返却は16 : 45までです。
※4	 授業及び定期試験がない期間（夏季・春季）は、工学部図書室の利用時間が変更になります。詳細は図書館ホームペー

ジでご確認ください。

●日曜日　●国民の祝日　●入学式実施日　●学園創立記念日（5月 16日）　●全学休業日　
●年末年始の休業日　●入学試験準備日・入学試験日　●蔵書点検日　●その他臨時休館日
※休館日はホームページ・館内掲示等でお知らせします。

●学修以外の目的（サークル活動等）での利用はできません。サークル活動を行う際は、厚生施設等をご利用ください。
●飲食はペットボトル等の蓋付きの容器に入った飲み物に限り可能です。ただし、汁ものやにおいの強いものでなけれ
ば、本館1階ラウンジに限り食事も可能です。

●スマートフォン・携帯電話等による通話や充電は禁止です。館内ではマナーモードに設定し、通話は館外でお願いし
ます。

●無許可の写真撮影・録画・録音、電子機器類からの音声出力は禁止です（本館４階アクティブ・エリアは一部可能）。
　撮影等が必要な場合は、事前にお申し出ください。
●長時間にわたる私物の放置は禁止です。また、貴重品の管理には十分に注意してください。盗難・紛失等があっても
当館では責任を負えません。

●その他、他の利用者の迷惑となる行為はご遠慮ください。

発行 / 北海学園大学附属図書館  https://library.hgu.jp

本館（豊平キャンパス）

工学部図書室（山鼻キャンパス）

〒062-8605 札幌市豊平区旭町4丁目1番40号
 TEL  011-841-1161（代）　FAX  011-824-9101

〒064-0926 札幌市中央区南26条西11丁目1番1号
 TEL  011-841-1161（代）
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